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日本は、要素技術で世界最高水準の技術を有しているが、大型化の技術開発などでは欧州等、他国企業が一部先
行する構図となっているため、基金事業期間である10年間のうち、本プロジェクトでは前半5年間を事業期間とし
て、大規模P2Gシステムの技術開発を進める。
研究開発内容ごとの開発を進め、検討フェーズから実証フェーズに移行できたため、大型かつモジュール化された
水電解装置及び、優れた新部材を実装する電解槽を実スケールでの試験を開始した。また、水素の需要設備である
水素ボイラーに関しては、基盤技術を確立した。2022年には熱需要や産業プロセス等の脱炭素化実証設備の建設
を開始し、2025年10月11日に実証運転を開始した。

事業概要

1. 期間
開始 ：2021年9月
終了（予定） ：2026年１２月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

【研究開発項目】水電解装置の大型化技術等の開発、Power-to-X 大規模実証
研究開発内容〔1〕 水電解装置の大型化・モジュール化技術開発
研究開発内容〔2〕 優れた新部材の装置への実装技術開発
研究開発内容〔3〕 熱需要や産業プロセス等の脱炭素化実証

カーボンニュートラル実現へ向けた大規模P2Gシステムによるエネルギー需要転換の実現させる。
水電解装置を2025年度に世界水準での普及モデルに仕上げる。

1.
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研究開発内容〔1〕水電解装置の大型化・モジュール化技術開発
（実用規模（遅くとも、2030 年において、PEM 型100MW システムの実現を見通す）を想定し、量産可能かつスケーラブルな特徴を備
えた水電解装置の大型化・モジュール化に係る技術を開発する。）

2026年12月にて1,050千円/Nm3/h (25万円/kW)、2030年で量産コスト272千円/Nm3/h（6.5万円/kW）を見通す
2026年12月にてシステム効率77% (4.6kWh/Nm3)、2030年にてシステム効率80%(4.4kWh/Nm3)を見通す
6MW級水電解装置を製作し、実用規模（遅くとも、2030 年において、PEM 型100MW システムの実現を見通す）を想定した、量産可能かつス
ケーラブルな特徴を備えた水電解装置の大型化・モジュール化に係る技術を開発する

研究開発内容〔2〕優れた新部材の装置への実装技術開発
（低コスト化、高効率化に繋げる、膜や触媒などの重要な部素材を水電解装置に実装する技術を開発する。）

2026年12月にて1,050千円/Nm3/h (25万円/kW)、2030年で量産コスト272千円/Nm3/h（6.5万円/kW）を見通す
2026年12月にてシステム効率77% (4.6kWh/Nm3)、2030年にてシステム効率80%(4.4kWh/Nm3)を見通す
実用規模（遅くとも、2030 年において、PEM 型100MW システムの実現を見通す）を想定し、膜やCCMの重要な部素材を水電解装置に実装す
る技術を開発する。10MW級水電解装置を製作する。
P2Gから生産されるフルウエット水素の1MPa級大規模除湿・圧縮システムの開発

研究開発内容〔3〕 熱需要や産業プロセス等の脱炭素化実証
（大規模P2Gシステムによる化石燃料からのエネルギー需要転換・利用技術モデル開発）

電化が困難な工場の熱需要の化石燃料代替パッケージ技術をモデルを確立させる。
地域の再エネ電気を有効活用するために、導入対象を地場産業に根付いた工場規模の化石燃料の使用を削減し得るモデルを実証する
経済合理性と再エネからのエネルギー転換を両立させる水素製造・利用のオペレーションシステムのパッケージ化

2 ．研究開発マネジメントについて
研究開発内容
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研究開発内容Ⅰ
水電解装置の大型化・モジュール化技術開発









水電解装置の大型化・モジュール化技術開発

6MW級水電解装置を製作し、実用規模（遅くとも、2030 年において、PEM 型100MW システムの実現を見通す）を
想定した、量産可能かつスケーラブルな特徴を備えた水電解装置の大型化・モジュール化に係る技術を開発する。

KPI

6MW実証装置について、東京電力HD所掌の建物やユーティリティ設備、ニチコン（株）所掌の整流
器との整合性を取ってスキッドベースや制御盤、ブスバーを含む電解モジュール等のレイアウトを決定。
電解モジュールの構造改良により、1スタックの長手寸法を大幅に短縮し、装置の省スペース化と
メンテナンススペース確保を実現した。（フロア面積従来比 1/3）

6MW級水電解実証装置
配置図

従来型
スタック構造

改良型
スタック構造

３．研究開発成果について 研究開発内容〔1〕
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大型化・モジュール化



カナデビア実証試験設備完成状況
３．研究開発成果について 研究開発内容〔1〕



研究開発内容Ⅱ
優れた新部材の装置への実装技術開発













シーメンス・エナジー水電解槽装置 全景

３．研究開発成果について 研究開発内容〔2〕







研究開発内容Ⅲ
熱需要や産業プロセス等の脱炭素化実証







水素から熱への変換効率の高い蒸気供給システム

KPI 産業用蒸気ボイラの主流となる相当蒸発量2ｔ/ｈ小型貫流水素専焼ボイラーの多缶設置システムで、ボイラ単体効率向
上と、ターンダウンレシオの拡大により実運転効率を高め、水素から熱への変換効率の高い蒸気システムを開発して実証する。

• 要素試験で確認をしたボイラ性能を、ボイラ製品レベルにおいても達成できることを確認した。開発目標を満足する開発が完了
＞ボイラ効率 １０５％（LHV)、 ターンダウン比１：５

• さらなる改良として、燃焼バーナの低ＮＯｘ化に取り組み、ターンダウンレシオ１：５の全負荷領域において、Ｏ２＝０％換算で、
NOx＝４０ｐｐｍ以下を達成（この技術により東京都の低NOx認定・グレードHHを取得）

• P2Gと複数台水素ボイラ（実証先では３台設置）、既設ボイラとの連携制御システム制御盤設計が完了

内容単位項目
小型ボイラ（多管式貫流ボイラ）－ボイラ種類

事業主による「特別教育」受講者以上－取扱資格
０．９８MPa最高圧力

２，０００Kg/h相当蒸発量
１：５－ターンダウン比

水素／13AまたはLPG－燃焼（メイン／パイロット）
１０５％ボイラ効率（LHV基準）

４０以下（O2=0%換算）ppm排ガスNOx濃度

開発したボイラの仕様

３．研究開発成果について 研究開発内容〔3〕
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KPI
産業用蒸気ボイラの主流となる相当蒸発量2ｔ/ｈ小型貫流水素専焼
ボイラーの多缶設置システムで、ボイラ単体効率向上と、ターンダウンレシ
オの拡大により実運転効率を高め、水素から熱への変換効率の高い蒸気
システムを開発して実証する。

直近のマイルストーン
2025年度
中間目標

要素試験での技術を元に実証試験機を設計、製作、
実証先に設置して実証試験を開始する。
既存システムとの連携制御を設計、製作、設置して実
証試験を開始する。

• 水電解装置からの水素を用いて、水素ボイラ実証機の単独試運転完了。
• 水素ボイラ実証機3基と既設ボイラの連携制御システム制御盤を実証サイトに設置し、総合試運転完了。

実証先据付後の水素ボイラ
単独試運転完了

水素から熱への変換効率の高い蒸気供給システム
３．研究開発成果について 研究開発内容〔3〕

連携制御システム制御盤 水素ボイラと既設ボイラとの連携フロー
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PEM形水電解向け高効率低コスト整流器の開発
３．研究開発成果について 研究開発内容〔3〕

電解槽のモジュール式連結システムに最適となる、変換効率とコストのトレード
オフの最適点を得るPEM形水電解向けの整流器を開発する。KPI直近のマイルストーン

（2025年度 中間目標）
• 設備製作完了・据付
• 試運転

実証サイトへ据付状況

• 各種電力変換器と水電解装置の性質を吟味し、変換効率とコス
トのトレードオフの最適点を得るPEM形水電解向けの整流器の設
計手法を見出した。

• 最大効率99%のDCDC変換器を試作し、実運転における
97.5%（主要変圧器二次側交流から直流出力までの変換効
率）の目途を立てた。

• 2025年において2.5億円/6MWのコストに目途を立てた。また、
フットプリント6分の１、屋外別置きを可能としたことで、建築コスト
の大幅な低減を図ることができた。
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研究開発内容 Ⅰ～Ⅲ
グリーン水素パーク －白州ー 実証サイト概況







2025年10月11日 グリーン水素パーク白州 開所
３．研究開発成果について
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2025年10月11日 実証試験設備起動
３．研究開発成果について
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カナデビア実証試験棟
３．研究開発成果について
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カナデビア実証試験棟
３．研究開発成果について
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純水素ボイラー据付状況

３．研究開発成果について
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研究開発内容 Ⅰ～Ⅲ
今後の方針








